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目的 傾f' 地 帯･?吻i  裏日 本 一帯 のゑ 季・ 低 盧･  高湿,a ぶ く知 ら,れ-r Mヽ -5 ．k く ，rili

は住 宅室内 の気密坦 が高 く'f  'J.  ぎらに峰湊器 具の検 用が住 宅囚 の渫准 増ｶﾛ を助長 し■X い

るm μ現 状X' あろ 。死 こべ唯 丸糧 境営・ 繁儡 おヽ ら　 潔奢 。良鴫 に ついて特加 に調 査 し。助

落 の方茲 につ いて検討 するi  ^  を目的 とレ 主 と して乾 溜市 四の住 宅 巻対 象 にと リ,あげ･

李ず奥能調 査を行 刄-> た,   t K. 最近 急激 に壕 疾 している低 温用除 湿捧 の検 用気聡 につい

-r も検討１ 行 な.  r-c。

方球 粧擲 市内 八高装 の生気 の家庭i^け にぢ レ 社 宅の構 造-   生名永 眠・昧殤器 具・ 種

類 と梗 用状 鴉などと湿害 の冽 恢,に関t  る宍 ンケ-  ト 用瓶 を配 和 レ 棟 回 匁 しれ。 ま幻

微 を使 用し１ い る尿庭 卯戸に対 しt も同様 のアンヶ 一卜 用祝を配却 レ 必奪 り むび一 戸̂別

訪 問を'f 1- な い閣*  いJ  調 看を行 々 つr^．調 査斟 間I*  M μ茸2 月 ～ 回x･ あヽV　 回答i衣i;時

に依錬 し靫。

秘 果　 調 査 の秘 果全部 の約 半散(な2%)が湿 者を訴 えX  iri ')　滴 回・ べ りヽ-  ヵ≒a) っぼい，

%  ■ 壁 の露 がひど い｣｢'畳・ じ' ゆうr-  んが レめ っIt いご 押 入 のりf が しけ 乱｢'i]   ビ'がはえる｣『

カビ'と鈴 露に福 まされて いるよ うて･ヽあ る。 しか し.   防湿対策 にっ レ'-tはあ ま'J 考 えてあヽ ら

ず。 スV  - づ に゙ やかんをかけ ている家 が岑か-7   f'リ。ま な暖為 申 に% 内に茄 端物を 子す等

レt  おリ佳 人の問題^ 維 およひ≒ 勺 し れら放 涅壇を減 らせるil^対豪が望 まれる。 一方除 湿

錬 を僕 明しべい る尿 では放湿蕩 を滅 ら そう 乞･^ か哨カ がみられ.   また こ淋を 使用 してい る

理 制 ま 滴 圀`･    A'ヽ・I- の湿 気を骸 く 化め， という のが 一番 考か 。な。


